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第六期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画策定に向けての提言（素案）
―私たちの社会と未来をつくる知識基盤を目指して―

・資料の収集対象範囲の拡大検討
  （民間ウェブサイトの許諾による収集等）

・資料収集の継続（特にオンライン資料）

・所蔵資料のデジタル化・全文テキスト化の推進
・デジタルデータの長期利用保証
・オープンデータ・オープンソースの拡充・開発

知識基盤の整備

・ユーザの知識創造プロセスの支援
   （NDLサーチの支援機能の拡張）

・潜在的なユーザ層へのアプローチ
  （学習支援者、ウィキメディアン等のコミュニティ

  支援）

・アクセス困難なユーザのバリアの解消

知識基盤の利活用

未来

100年後の人々からも参照される存在へ

・新たな価値の創造
・社会課題の解決
・シチズンサイエン
スの促進

・日々の課題解決

情報環境
の変化

NDLの知識基盤

関係機関
（JST、NII、
NIJL等）

図書館

研究機関
研究者・研究機関・研究者との協働研究の基盤整備

とNDLの研究力の強化
・関係機関との国全体の情報基盤整備への取組
・図書館との地域間格差解消の取組

外部との連携協力

データの活用
成果の還元

デジタル化支援
地域情報等

協議・調整の
「場」の設定

メタデータ
の共通化等

科学技術情報オンライン資料 有体物
（図書・雑誌等）

未収資料 学術論文

コミュニティ
・

国立国会図書館（NDL）の取組

オープンサイエンス・
 オープンアクセス

の進展

生成AIの
普及

インターネット情報

機械
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（参考）第五期科学技術情報整備基本計画の評価

①資料デジタル化・全文テキスト化と送信サービスの推進

• 2000年までに刊行された国内刊行図書について、約148万点をデジタル化し、デジタル化をほぼ完了

• 個人向けのデジタル化資料送信サービスを開始、インターネット公開資料も含む送信対象が計269万点に

• デジタル化資料約319万点の全文テキストデータがリニューアルした国立国会図書館デジタルコレクションで

検索可能に

②情報へのアクセス環境の改善

• 新しい国立国会図書館サーチを公開し、当館のデジタル化資料や連携機関の資料等との統合的な検索が実現

• 「遠隔複写（PDFダウンロード）」サービスを開始

• みなサーチ正式版により、様々な障害のある方の検索・利用を改善、全文テキストデータの送信も実現

③オンライン資料（電子書籍・電子雑誌）の収集強化

• 国立国会図書館法等の改正により、有償又はDRM（技術的制限手段）付きのものも制度収集の対象に

• 第五期計画策定に向けた提言で掲げられた「全ての所蔵資料のデジタル化」は、依然として道半ばである。

• デジタル化資料、全文テキストデータの利活用に取り組む余地が大きく残されている。

• 現状では有償又はDRM付きの電子書籍・電子雑誌の収集が対象のごく一部に留まるほか、他機関リポジトリに収録

され収集除外となっている資料へのアクセス保証も十分とは言い難い。

• オープンアクセスとなる学術情報のメタデータの、国立国会図書館サーチへの集約とアクセス担保も重要な課題。

主
要
な
成
果

残
課
題
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